平成２２年３月１７日
チームクラス分けクリニック　　　　　　　　　
◆クラス分けとは？

◆なぜクラス分けが必要なの？

◆どのようにクラス分けを行うの？

理論と観察・・・体幹機能テスト、Ａ・Ｂカテゴリー、各クラスの特徴

◆補装具について

◆クラス分けって何？

同じような身体能力を持った選手や同じ障害を持つ選手達をクラス別にグループ化したものです。

◆なぜクラス分けが必要なの？

平等化を図るため、クラス分けにより各選手の身体的能力に応じて持ち点（クラス）をつけ、試合に出場する５人の持ち点の上限を設定しています（合計持ち点１４点以内）。したがって、コーチはあらゆるレベルの障害を持つものの中から、プレーヤーを選ばなければならないのです。（状態のよい選手ばかり出場し、状態の悪い選手は出場できない、ということのないように）

クラス分け制度の目的は、一人でも多くの身体障害者がその障害の種類や程度に関わらず競技へ参加できるようにすることです。

◆どのようにしてクラス分けを行うの？

１．機能的クラス分け制度の理論

車椅子バスケットボールの試合中における基本的な動き、すなわち車椅子駆動・ドリブル・パス・ボールコントロール・シュート・リバウンドなどの際に観察されるプレーヤーの身体反応の評価に基づいており、車椅子座位における体幹のバランス能力と両手でボールを扱うことができる空間の広さに応じて、４つのクラスにプレーヤーを分類する。

多様な障害を示すプレーヤーの増加に伴い、該当するクラスの中で、より上位のクラスの要素を持つクラスの選手には、ハーフポイント（０．５）を加えることとなった。

２．観察と理論

（１）体幹機能テストによる分類

	体幹機能テスト
	クラス１
	クラス２
	クラス３
	クラス４

	1．水平面の動作（回旋）
	×
	○
	○
	○

	2．矢状面の動作（前屈・伸展）
	×
	×
	○
	○

	3．前額面の動作（側屈）
	×
	×
	×
	○
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（２）カテゴリーによる分類

	カテゴリー
	骨盤固定
	グループ
	

	A
	できない
	１
	クラス１

体幹の回旋ができず、腹筋・背筋が働かない

	
	
	２
	クラス２

体幹の回旋ができ、上部体幹は安定している

	B
	できる
	３
	クラス３

体幹を前屈し、随意的に直立位に戻すことができる

	
	
	４
	クラス４

クラス３の動きに加え、時には股関節の外転を伴って、一方へ体幹を側屈できる

クラス４．５

どんな状況であっても両側への体幹の側屈運動が可能


（３）車椅子形状・座位姿勢による分類

クラス１　バックレストが高く、膝がかなり上がっている。

　　　　　　　　低い座位ポジション。

クラス２　バックレストは中位、膝を上げている。

　　　　　　　　低い座位ポジション。

クラス３　バックレストが低く、膝が少し上がっているかフラット。

　　　　　中位もしくは高い座位ポジション。

クラス４、４.５　フラットな車椅子で高い座位ポジション。

　　　　　　　　股関節よりも膝が低い。
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３．観察されるクラス別特徴

クラス１　駆動・・・バックレストに常にもたれ、頭が上下する。

　　　　　　ブレーキ・・・バックレストにもたれてブレーキし、頭はのけぞる。

　　　　　　ドリブル・・・車椅子の横（側方）でする。

　　　　　　リバウンドやパス・・・両手で取ったときすぐに胸の前におく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　片手で取るときの反対の手は車椅子をつかんでいる。

接触・・・軽い接触でもバランスを崩す。

クラス２　駆動・・・体幹はバックレストから離れ、少し前にかかんでこぐ。

　　　　　　ブレーキ・・・腰椎前わんを示す。

　　　　　　ドリブル・・・キャスターの横でする。

　　　　　　シュート・・・バックレストから少し離れる。

　　　　　　リバウンド・・・頭上のボールを両手で取るとしばしばバランスを崩す。

　　　　　　接触・・・バランスを崩し一側の上肢で支える。片手で体を起こす。

クラス３　駆動・ブレーキ・・・最大限前傾可能。手を使わず体幹を元に戻す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　その時脊柱はフラット又は後わんを示す。

　　　　　　ドリブル・・・車椅子の前方で可能。

　　　　　　シュート・・・体幹が伸び上がる。

　　　　　　リバウンド・・・前方は頭から取りに行け元に戻れるが、側方に取りに行ったとき、お尻が浮きバランスを崩し元に戻れない。戻すのに手を使う。

クラス４　　　　外転を伴った一側の側屈が可能。

クラス４．５　　両側の側屈が可能。

４．切断の選手のクラス決定（断端長で決定）

両大腿切断　３分の１以下（クラス２．５）

２分の１以下（クラス３．０）

３分の２以下（クラス３．５）

３分の２以上（クラス４．０）

両下腿切断　ストラップなしの場合（クラス４．０）

　　　　　　　　ストラップや義足使用の場合（クラス４．５）

片大腿切断　３分の２以下（クラス４．０）

　　　　　　　　３分の２以上（クラス４．５）

　　片骨盤切除　　　　　　　（クラス３．５）

　　両股離断切除　　　　　　（クラス２．０）

◆補装具について

補装具とは、プレーヤーの身体の安定性や運動能力を向上させるものです。

１．持ち点カード記入の原則

（１）ストラップ固定について

1 身体を保護するために巻いているサポーターなどは記載しない。

2 身体と車椅子を固定する場合はAの記載方法。固定数記入。

3 身体のみを固定する場合は、Bの記載方法。固定数記入。

· パイプのどこから出ているか明記すること。

　　A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B

　　

　　


　　

（２）アームレスト（側板）については、以下の判断で記載する。

1 布製のものは記載しない。

2 手が入らない程度のものはCの記載方法。

3 手が入る程度のものはDの記載方法。

（３）フレームの絞りによる膝下のパイプについては、以下の判断で記載する。

1 体に触れていないものは記載しない。

2 体に触れている場合はCの記載方法。

C　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D



（４）切断選手の場合は断端部分から修正ペン等で消します。

　　＜例＞　
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（５）補装具記入例

	ストラップ
	車椅子固定
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	大腿ベルト固定
	骨盤ベルト固定
	足部ベルト固定
	腹部ベルト固定

	
	車椅子固定しない（体のみ縛る）
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	大腿ベルト
	下腿ベルト
	
	

	パッド
	隙間あり
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	アームレスト
	膝パッド
	
	

	
	隙間なし
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	アームレスト
	膝パッド
	
	

	装具
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	義足
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	メディカルクッション（MC）
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	マジックテープ　　　　　　（靴底マジック）
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＜クラス２＞





＜クラス３＞





＜クラス４＞





＜クラス１＞





＜クラス１＞





固定されている体の範囲





固定されている体の範囲





パイプの位置





パイプの位置








